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　ｗｉｔｈコロナ
　12月9日現在、新型コロナウィルスの感染者数が日を追うご
とに増加しています。この増加の原因が季節的なものなのか、
それとも政府主導のＧｏＴｏトラベルに拠るものなのか、また
別の要因が潜んでいるのか、今のところ正解は出ていません。
　しかし、この原因が分からないというところが一番の問題
で、原因が分らなければ対策の採りようもなく、個人的にも
地域的にも、ましてや国としても未だ暗中模索が続く状態と
なっています。だからといって、日々の暮らしや仕事の歩みを
止めるわけにはいきません。
　そこで今回は、現時点で新型コロナウィルスの封じ込めに
成功していると言われている国の対策を調べてみました。
　ブルームバーグ（アメリカの大手総合情報サービス会社）
が10項目の指標（症例数の伸び、全体の致死率、検査能力、
ワクチン供給契約の確保など）に基づきコロナ禍を最も抑え
込んでいる国を点数化し、ランキングした結果、11月23日現
在でのトップはニュージーランド。ＮＺは新型コロナウィルス
の死者が世界で一人も報告されていなかった今年3月26日の
時点でロックダウンに踏み切り、国境を封鎖。ＮＺ政府は早
い段階で感染の抑制に向け検査や追跡調査、積極的な隔
離戦略を実施、概ね成功した。
　第2位は日本。然しながらＮＺとは異なる施策を実施。日
本にはロックダウンを強制する法律がないため、別の対策を
素早く執った。過去に結核が流行した日本は保健所制度を
維持しており、追跡調査が新型コロナウィルスでも迅速に採
用された。
　第3位が台湾。昨年12月、中国武漢から新型コロナウィル
スの感染者が確認されたという警戒すべき情報が伝わった
早い段階で、入境制限に動いた。さらには、マスクの在庫が
ある場所や感染者の訪問先リストを示すアプリを導入するな
どテクノロジーを中心に据えた施策の先駆けとなった。
　以下順位は、韓国、フィンランド、ノルウェー、オーストラリ
アと続く。
　今回の全国的な感染拡大を受け、改めて様々な情報を調
べると、感染の抑え込みにある程度の効果を出している国に
共通していることは、国内に不平等が殆どなく、非常に規律
が行き届いていることや、高いレベルの社会的信頼やコンプ
ライアンスを背景に、国民が積極的にマスクを着用し、人混
みを避けてきたことがその要因であると理解できます。
　日本国内で新型コロナウィルスが猛威を振るいだして約１
年が経とうとしていますが、最近では感染対策に疲れ、飽き、
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怖がることにも慣れてきたのが正直なところだと思います。こ
の頃のニュースでは、感染者が重症化する年齢層も下がり、基
礎疾患のない健康な人でも重症化するケースが出てきていま
す。
　我が大分1985ＲＣは、先週の全体協議、理事会を経て今後
の例会も感染対策を徹底したうえで、テレワークを併用したス
タイルの通常例会を実施する運びとなりました。従って例会時

はもちろんのこと、常日頃より感染対策に重きを置いてい
ただき、いつも通りの楽しい例会を行い、このコロナ禍に
あっても健康で、そして笑顔で年末年始を過ごしましょう。
　通常例会の実施に理解を示していただいた会員の皆様
には心より感謝を申し上げ、会長の時間を締めさせていた
だきます。

ロータリーソング 【それでこそロータリー】

どこであってもやあと言おうよ

見つけた時にゃ

おいと呼ぼうよ
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★大分第四グループガバナー補佐　和田　正敏 様（大分臨海RC）（1口）
今年度、3回目の訪問をさせて頂きます。コロナ禍で本来の活動が制約される中、ホームクラブでロータリアンとしてのそれ
ぞれの『機会の扉』を開いておられることと思います。
今回は、11月の9RCゴルフ大会の成績発表をさせて頂きます。よろしくお願いします。

年次総会「次年度の役員・理事発表」

〈卓話の時間〉 （12月7日）

例会の予定

■12月21日（月）

■12月28日（月）

■令和3年1月6日（水）

■ 1 月11日（月・祝）

■ 1 月18日（月）

トキハ会館　通常例会
休会
　　　通常例会　トキハ会館 12：30〜

　　休会
トキハ会館

ゲスト・ビジターの紹介

ゲ ス ト：和田　正敏様
　　　　 （RI第2720地区大分第4グループガバナー補佐
　　　　 　大分臨海RC）
ビジター：平倉　二三雄様（大分中央RC） 

幹事報告

・第2回「Zoomの練習会」のご案内
　日時　2021年1月2日　午後5時～概ね午後6時
　場所　各自のパソコン、スマートホン、タブレット等の
　　　　デバイスがある場所
・大分キャピタルロータリークラブより例会休会のお知らせ
　新型コロナウィルスの感染拡大防止の為、12月9日～1月6日
　までの全ての例会（クリスマス家族例会を含む）を中止し
　ます。
　次回例会は、1月13日の予定ですが、状況を見て再度判断
　しご連絡いたします。
・大分東ロータリークラブより例会休会のお知らせ
　新型コロナウィルスの感染拡大防止の為、12月10日～1月14日
　までの全ての例会を休会いたします。
　次回例会は、1月21日の予定ですが、状況を見て再度判断
　しご連絡いたします。
・今期クリスマス家族例会は、中止致します。
　12月21日は、通常例会12:30～トキハ会館にて行います。
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理事会報告 12月7日（月）13：35～14：00

（髙野、吉田、坂本、河野、穐田、髙橋）

議題１　新入会員の推薦について

　河野　　聡会員　推薦　承認
　阿南亜由美氏　造船業　株式会社Ｊ・リギング　代表取締役
　＜職業分類追加＞　製造業　輸送用機械器具製造業　船舶製造
　髙橋　道成会員　推薦　承認
　菅原　直美氏　エステティック業　BeautySalon Lind 代表
議題２　地区委員選出について　承認

　地区より推薦　坂本　肇会員
　大森年度　管理運営部門　クラブ管理運営委員会
議題3　お試し例会について

　入会希望者のお試し例会は、ビジター料として入会希望者
　本人より2,000円いただく。
　今後、会員組織委員会と夜の例会への参加も含めて、クラ
　ブ負担にするか検討していく。
議題4　２月プログラムについて　承認

　2/1　プログラム（2/1または2/8、
　　　　　　　　　 ゲスト卓話　三井住友銀行支店長予定）
　2/8　ゲスト卓話
　2/15　インターアクト・RCC全員協議会
　2/22　会員卓話（チャーターメンバー）コンパル昼例会
　　　　（1月入会予定者3名。2月新会員の卓話予定）
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クラブ管理運営統括・クラブ研修リーダー兼任
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公共イメージ担当

奉仕プロジェクト担当

ロータリー財団担当

（副幹事は役員会のオブザーバー）

髙橋　道成（ 2 0 2 2 ～ 2 0 2 3 年）


